
一

日
本
篆
刻
家
の
研
究

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―　

山
田
正
平
に
お
け
る
東
京
学
芸
大
学
で
の
「
篆
書
・
篆
刻
」
の

講
義
に
関
す
る
一
考
察　

―
神　

野　

雄　

二

一
　
は
じ
め
に

　

か
つ
て
筆
者
は
、
現
代
を
代
表
す
る
篆
刻
家
で
あ
る
山
田
正
平
（
一
八
九
九
〜

一
九
六
二
）
に
つ
い
て
の
調
査
、
研
究
の
一
環
と
し
て
「
山
田
正
平
に
お
け
る
教
育
者
的
側

面
─
東
京
学
芸
大
学
に
お
け
る
「
篆
書
・
篆
刻
」
の
講
義
を
通
し
て
―
」（

1
）
と
題
し
て
執

筆
し
た
。（『
日
本
篆
刻
家
の
研
究
─
―
山
田
寒
山
・
正
平
を
中
心
と
し
て
―
』
熊
日
出
版
、

二
〇
一
七
年
）（

2
）。
初
出
は
「
山
田
正
平
に
お
け
る
教
育
者
的
側
面
―
東
京
学
芸
大
学
に

お
け
る
篆
書
・
篆
刻
講
義
を
通
し
て
―
」（『
第
二
三
回
全
日
本
書
写
書
道
教
育
研
究
会
―
北

海
道
大
会
研
究
集
録
―
』
全
書
研
北
海
道
大
会
事
務
局
、
一
九
八
二
年
八
月
二
一
日
）
で
あ

る
。
正
平
の
講
義
を
受
講
し
た
学
生
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し
、
そ
の
結
果
を
纏
め
考
察

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
提
出
物
に
対
す
る
講
評
」
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

正
平
は
、
学
生
が
提
出
し
た
印
影
と
レ
ポ
ー
ト
に
対
し
て
講
評
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
一

部
が
翁
の
覚
え
書
の
ノ
ー
ト
（
3
）
に
残
さ
れ
て
い
る
。
学
生
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
写
し
、

講
評
・
評
価
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

正
平
が
東
京
学
芸
大
学
で
講
じ
た
講
義
用
の
ノ
ー
ト
や
ち
ら
し
な
ど
に
書
か
れ
た
メ
モ
は
、

東
京
学
芸
大
学
書
道
科
同
窓
会
「
硯
心
会
」
の
有
志
が
『
山
田
正
平
先
生
篆
刻
講
義
ノ
ー

ト
』
と
し
て
纏
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
二
回
に
亘
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
旧
稿
の
考
察
を
踏
ま
え
な
が
ら
『
山
田
正
平
先
生
篆
刻
講
義
ノ
ー
ト
』
の
、

現
物
の
ノ
ー
ト
を
丁
寧
に
見
直
す
と
共
に
、
適
宜
関
連
の
資
料
を
併
せ
て
提
示
し
、
彼
の
教

育
者
と
し
て
の
一
面
の
再
考
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ノ
ー
ト
の
現
物
で
重
要
と
思

わ
れ
る
個
所
を
翻
刻
紹
介
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
る
。
本
来
没
故
者
は
敬
称
を
略
す
が
、

適
宜
付
し
た
。

二
　『
山
田
正
平
先
生
篆
刻
講
義
ノ
ー
ト
』
概
観

　

こ
こ
で
『
山
田
正
平
先
生
篆
刻
講
義
ノ
ー
ト
』
に
つ
い
て
改
め
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

『
山
田
正
平
先
生
篆
刻
講
義
ノ
ー
ト
』
は
、
東
京
学
芸
大
学
書
道
科
同
窓
会
硯
心
会
の
有
志

の
手
に
よ
り
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
六
月
二
十
二
日
刊
行
さ
れ
た
。

　
　

ま
ず
「
編
輯
後
記
」
を
引
く
。

　

草
稿
は
文
字
ど
ほ
り
、
山
田
先
生
が
御
自
身
の
覚
へ
と
し
て
書
か
れ
た
メ
モ
で
あ
っ
て
、

そ
の
読
解
、
整
理
、
清
書
に
は
非
常
に
多
く
の
時
間
と
眼
と
を
必
要
と
し
た
が
、
な
ほ
浅
学

の
故
を
以
て
、
山
田
先
生
の
高
邁
な
る
意
向
に
は
及
ば
ず
、
本
意
な
ら
ず
も
先
生
の
不
朽
の

名
を
犯
し
た
る
所
少
な
か
ら
ず
。
こ
こ
に
山
田
先
生
天
来
の
叱
声
を
頂
戴
し
、
併
せ
て
諸
兄

の
明
察
を
請
は
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　
　

○ 

先
生
の
御
遺
稿
と
卒
業
生
の
ノ
ー
ト
を
基
に
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
結
局
先
生

の
御
遺
稿
が
主
に
な
つ
た
こ
と
は
心
残
り
で
あ
る
。

　
　

○ 

篆
刻
と
云
ふ
難
解
な
分
野
で
あ
つ
た
事
と
、
至
ら
な
い
知
識
内
の
編
輯
で
あ
る
為
に
、

充
分
な
も
の
が
出
来
な
か
つ
た
が
、
稀
見
の
芸
術
家
山
田
正
平
先
生
の
追
憶
と
、
篆

刻
研
究
の
一
材
料
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

　
　

○ 

先
生
の
御
遺
稿
に
は
、
無
題
の
も
の
が
あ
つ
た
が
、
読
者
の
利
便
を
思
つ
て
、
か
り

に
名
を
附
し
た
も
の
が
あ
る
。

　
　

○ 

先
生
が
引
用
さ
れ
た
と
思
は
れ
る
漢
文
に
つ
い
て
は
、
出
来
得
る
限
り
原
本
に
あ
た

り
、
及
ば
ず
な
が
ら
読
点
を
附
し
た
が
、
尚
諸
兄
の
識
見
に
よ
り
少
補
を
要
す
る
所

あ
ら
ん
。

　
　

○ 

用
字
法
の
仮
名
遺
ひ
は
、
原
則
と
し
て
旧
に
由
つ
た
が
、
字
体
は
已　

を
得
づ
新
旧

併
用
す
。

　
　

○ 

文
中
、
□
の
印
は
先
生
の
ノ
ー
ト
の
終
に
判
読
能
は
ざ
り
し
箇
所
な
り
。

　
　

○ 

篆
体
を
以
て
書
か
れ
た
字
は
、
後
で
手
写
に
よ
つ
て
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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○ 

山
田
先
生
の
口
述
の
風
は
、
耳
に
咄
な
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
今
に
し
て
そ
の
意
の

幽
深
な
も
の
で
あ
つ
た
事
を
知
る
。
諸
賢
そ
の
意
旨
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、
味
読
せ

ら
れ
た
し
。

　

田
辺
萬
平
（
一
九
〇
三
〜
一
九
八
〇
）
の
「
序
」
は
同
著
出
版
の
事
情
に
触
れ
て
い
る
の

で
掲
げ
る
（
4
）。

　

山
田
正
平
翁
の
一
周
忌
が
近
づ
く
。
昨
秋
来
、
硯
心
会
委
員
の
手
で
編
輯
を
続
け
て
ゐ
た

翁
の
遺
稿
の
整
理
が
ま
と
ま
り
、
い
よ
い
よ
印
行
の
運
び
に
な
つ
た
。
一
日
、
平
賀
・
近
藤

の
両
君
来
り
、
草
稿
の
下
見
を
し
て
く
れ
と
い
ふ
。
数
個
所
を
拾
ひ
読
み
し
て
、
こ
れ
は
容

易
な
ら
ぬ
こ
と
だ
と
思
つ
た
。
遺
稿
と
い
つ
て
も
、
大
学
書
道
科
で
の
講
義
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

ノ
ー
ト
を
見
る
と
、
翁
自
身
の
心
覚
え
に
書
き
陳
ね
た
短
文
が
多
く
、
中
に
は
項
目
だ
け
の

も
の
、
術
語
だ
け
の
も
の
、
古
文
献
だ
け
の
も
の
、
引
用
文
と
翁
の
意
見
と
が
混
線
し
て
ゐ

る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
を
読
者
に
理
解
し
て
も
ら
ふ
た
め
に
は
余
程
手
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
し
、
手
を
加
へ
て
し
ま
つ
て
は
、
翁
の
体
臭
を
失
ひ
、
翁
の
語
気
を
損
ず
る
。
読
者
は

こ
の
遺
稿
の
中
か
ら
翁
の
論
理
を
知
ら
う
と
は
思
ふ
ま
い
。
在
り
し
日
の
人
間
山
田
正
平
翁

に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
さ
う
考
へ
て
、
極

力
原
文
を
存
し
て
お
い
た
。
編
輯
委
員
の
判
断
は
正
し
い
と
思
ふ
。（
後
略
）

　
　
　

昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日　

桃
李
咲
き
満
つ
る
時　

田
辺
萬
平
識

　

こ
の
中
で
、
原
稿
の
校
訂
に
携
わ
っ
た
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
の
伊
東
寿
は
「
遺
稿
に

学
ぶ
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
（
前
略
）
昭
和
三
十
一
年
で
あ
つ
た
と
記
憶
す
る
が
「
僕
は
話
が
下
手
で
ね
、
あ
れ
で
学

生
に
判
る
だ
ろ
う
か
」
と
漏
ら
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
専
門
的
で
時
に
は
飛
躍
が
あ
る
の
で
、

篆
刻
に
関
す
る
一
般
教
養
が
乏
し
い
学
生
諸
君
の
う
ち
に
は
了
解
に
苦
し
む
点
も
あ
つ
た
よ

う
だ
。
し
か
し
大
学
に
お
け
る
芸
術
教
育
は
そ
れ
で
も
良
い
の
だ
。
其
の
芸
術
の
習
得
は
悟

道
に
も
通
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
流
れ
る
汗
を
拭
き
な
が
ら
訥
々
と
講
義
を
さ
れ
た
あ
の
真
剣

な
温
容
が
今
も
眼
前
に
浮
ぶ
。
私
は
こ
の
珠
玉
の
遺
稿
を
手
に
し
て
自
己
の
無
能
と
不
勉
強

を
恥
ぢ
て
長
嘆
息
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

　

そ
の
後
『
回
顧
山
田
正
平
―
東
京
学
芸
大
学
に
お
け
る
教
育
者
と
し
て
の
側
面
―
付
篆
刻

講
義
ノ
ー
ト
（
復
刻
）』（
東
京
学
芸
大
学
書
道
科
硯
心
会　

平
成
十
六
年
七
月
二
十
日
）
と

し
て
再
刊
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
十
一
月
三
日
、
東
京
学
芸
大
学
に
お
い
て
、
東
京
学
芸
大
学
書
道
科

同
窓
会
の
主
催
に
よ
る
「
山
田
正
平
先
生
を
語
る
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

た
。
杉
本
淳
子
、
益
子
明
達
、
小
木
良
一
、
塚
本
宏
、
神
野
雄
二
の
五
名
が
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

し
て
発
表
し
た
。

　

復
刻
版
の
編
集
に
あ
た
っ
た
岩
切
誠
氏
の
「
あ
と
が
き
」
に
、

　
　

○ 

山
田
正
平
先
生
の
特
別
展
示
開
催
が
議
題
に
上
っ
た
の
は
平
成
十
四
年
三
月
の
硯
心

会
理
事
会
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
た
め
の
企
画
委
員
会
の
設
置
が
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。
第
一
回
目
の
企
画
委
員
会
の
集
ま
り
は
翌
十
五
年
三
月
。
以
後
ほ
ぼ

毎
月
会
合
を
重
ね
、
今
日
に
至
っ
た
。

　
　

○ 

特
別
展
示
の
目
的
は
東
京
学
芸
大
学
に
お
け
る
教
育
を
振
り
返
る
こ
と
に
あ
り
、
教

え
を
受
け
た
卒
業
生
の
所
蔵
す
る
添
削
等
を
調
査
・
収
集
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の

冊
子
に
収
録
の
も
の
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。
小
さ
な
紙
片
の
中
に
も
、
山
田
正
平
先

生
の
情
熱
と
生
真
面
目
さ
が
見
え
て
く
る
。

　
　

○ 

冊
子
は
三
部
仕
立
て
と
し
た
。
①
特
別
展
示
品
（
の
一
部
）、
②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

③
『
篆
刻
講
義
ノ
ー
ト
』（
復
刻
）
の
三
部
で
あ
る
。

　
　

○ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
当
日
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。『
篆
刻
講
義
ノ
ー
ト
』
は
誤
植

等
、
訂
正
す
べ
き
点
も
あ
る
が
、
あ
え
て
そ
の
ま
ま
復
刻
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　

○ 

こ
の
冊
子
が
山
田
正
平
先
生
の
今
後
の
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と
を
希
う
も
の
で
あ
る
。

　

と
、
再
刊
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

続
い
て
、
硯
心
会
会
長
藏
元
訓
征
氏
（
十
二
期
）
の
「
ご
あ
い
さ
つ　

感
化
―
山
田
正
平

展
に
寄
せ
て
―
」
を
掲
載
す
る
。

　
　

 （
前
略
）
山
田
先
生
の
権
量
銘
の
ご
講
義
で
、
今
思
う
に
、
篆
刻
の
道
へ
進
む
か
否
か

と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
感
化
と
い
う
こ
と
で
、「
教
育
」
と
い
う
も
の
の
原
点
を
見

た
よ
う
な
気
が
す
る
。
感
化
に
は
長
期
的
な
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
瞬
時
に
存
在
す
る
こ
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と
も
あ
る
。
理
念
の
模
索
、
追
求
が
大
学
の
場
で
あ
る
と
指
導
を
受
け
た
自
分
に
と
っ

て
、
こ
の
僅
か
一
度
の
授
業
参
加
が
現
在
教
職
の
立
場
に
あ
る
身
に
と
っ
て
実
に
重
く
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。（
後
略
）

　

次
に
、
東
京
学
芸
大
学
教
授　

加
藤
祐
司
氏
の
『「
山
田
正
平
展
―
教
育
者
と
し
て
の
側

面
―
」
に
よ
せ
て
』
を
載
せ
る
。

　
　

 （
前
略
）
篆
刻
家
と
し
て
の
山
田
正
平
先
生
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
教
育
者
と

し
て
の
姿
を
知
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
も
よ
い
。
一
般
に
教
育
者
は
、
常

に
学
生
の
〝
今
あ
る
姿
〞
を
い
か
し
て
〝
あ
る
べ
き
姿
〞
に
変
え
て
い
く
か
。
あ
る
べ

き
姿
へ
導
く
た
め
の
状
況
づ
く
り
、
場
（
雰
囲
気
）
づ
く
り
を
い
か
に
支
援
し
て
い
く

か
を
視
座
に
置
い
て
い
る
。「
不
易
流
行
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。（
中
略
）
が
、
山

田
先
生
の
白
墨
に
よ
る
板
書
は
、
今
日
な
お
多
く
の
学
生
の
琴
線
に
触
れ
、〝
あ
る
べ

き
姿
〞
へ
と
導
い
て
く
れ
て
い
る
。
不
易
な
る
も
の
と
し
て
書
道
科
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
。（
後
略
）

　

そ
れ
に
続
き
、
当
日
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
各
発
表
者
の
発
表
骨
子
を
掲
載
す
る
。

杉
本
淳
子
（
東
京
学
芸
大
学
書
道
科
五
期
）「
山
田
正
平
先
生
の
思
い
出
」

　

先
生
は
非
常
に
言
葉
の
少
な
い
方
で
、
心
の
中
で
よ
く
考
え
た
揚
句
の
果
に
出
て
く
る
珠

玉
の
よ
う
な
言
葉
を
、
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
と
話
さ
れ
ま
す
。
し
か
も
、
学
生
に
話
し
て
い
る
の

か
、
御
自
分
に
話
し
て
お
ら
れ
る
の
か
、
天
井
の
方
ば
か
り
見
て
話
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
内
容
が
非
常
に
難
し
く
、
私
に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
お
話
を
伺
っ

て
い
る
う
ち
に
、
篆
刻
と
は
大
変
な
世
界
な
の
だ
、
と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
に
こ
れ
か
ら
は

首
を
突
っ
込
む
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

益
子
明
達
（
同
十
一
期
）「
百
分
の
中
で
」

　

ま
た
、
会
期
中
に
西
川
寧
氏
、
伏
見
沖
敬
氏
、
四
、五
人
で
会
場
に
見
え
ら
れ
、
会
場
を

一
廻
り
し
て
帰
ら
れ
る
際
、
保
多
先
生
が
彼
等
を
引
き
止
め
ら
れ
、
メ
ー
ン
の
裏
側
に
展
示

し
て
あ
る
写
真
の
所
に
案
内
し
た
。
先
生
の
指
示
で
後
に
付
い
て
行
っ
た
。
両
氏
は
頭
を
上

下
左
右
に
し
、
指
先
で
筆
跡
を
た
ど
っ
た
後
、「
山
田
先
生
は
こ
の
よ
う
な
真
摯
な
姿
勢
で

学
生
に
対
応
さ
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。」
と
、
改
め
て
、
保
多
先
生
に
深
々
と
頭
を
下
げ
ら

れ
た
。

小
木
良
一
（
同
四
期
）「
文
人　

山
田
正
平
先
生
」

　

今
日
こ
の
よ
う
に
山
田
正
平
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
る
な
ん
て
こ
と
は
、
書
道
界
に

と
っ
て
は
夜
明
け
が
や
っ
と
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
真
っ
暗
な
書
道
界
で
そ
う

い
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
学
芸
大
の
建
学
精
神
だ
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

塚
本
宏
（
同
十
一
期
）「
最
初
で
最
後
の
授
業
」

　

山
田
先
生
に
は
、
我
々
の
最
初
で
最
後
と
な
っ
た
授
業
で
、
印
と
は
こ
う
や
っ
て
彫
る
の

だ
と
実
際
に
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

以
上
『
山
田
正
平
先
生
篆
刻
講
義
ノ
ー
ト
』
と
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
か
ら
、
山
田
正
平
の

講
義
の
様
子
が
具
に
窺
え
る
。
正
平
が
如
何
に
真
摯
に
講
義
し
た
か
が
見
て
取
れ
、
そ
れ
ゆ

え
に
学
生
へ
の
感
化
も
大
き
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

三
　
筆
者
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
「
印
鬼
山
田
正
平
先
生
の
魅
力
」

　

筆
者
は
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
、
以
下
の
内
容
に
関
し

て
発
表
し
た
（
5
）。
本
研
究
に
関
連
す
る
内
容
を
多
く
含
む
の
で
、
再
刊
さ
れ
た
（『〈
回
顧
〉

山
田
正
平
―
東
京
学
芸
大
学
に
お
け
る
教
育
者
と
し
て
の
側
面
―
』
前
掲
）
よ
り
再
掲
す
る
。

幾
ら
か
加
筆
修
正
を
施
す
。

　
　

 　

ま
ず
始
め
に
、
こ
こ
に
お
見
え
に
な
ら
れ
て
い
る
山
田
家
の
皆
様
に
は
、
私
、
東
京

学
芸
大
学
の
学
生
時
代
か
ら
現
在
ま
で
三
十
年
に
亘
り
、
山
田
正
平
先
生
そ
し
て
山
田

寒
山
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
調
査
研
究
を
す
る
に
際
し
、
ご
配
慮
御
指
導
頂
き
ま
し
た

事
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

 　

私
が
正
平
先
生
に
つ
い
て
興
味
を
抱
く
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
一
年
新
宿

に
ご
ざ
い
ま
し
た
ア
メ
ミ
ヤ
書
廊
で
「
第
二
回
一
止
道
人
山
田
正
平
遺
作
展
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
時
、
担
任
で
あ
ら
れ
た
小
木
太
法
先
生
（
書
家
・
東
京
学
芸
大

学
名
誉
教
授
）
の
ご
紹
介
で
山
田
家
を
訪
れ
、
展
覧
会
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
た
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時
で
す
。
そ
の
後
、
専
攻
科
の
修
了
論
文
と
し
て
、
正
平
先
生
が
学
芸
大
学
で
ど
の
よ

う
な
講
義
を
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
は
先
生
に
と
っ
て
は
多
様
な
功
績
の
一
面
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
正
平
先
生
の
人
と
芸
術
を
知
る
上
に
お
い
て
、
幾
許
か
の
真
実
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
先
生
の
教
育
者
と
し
て
の
業
績
を
調
べ
ま
し
た
。
東
京

学
芸
大
学
書
道
科
の
卒
業
生
で
あ
る
二
期
か
ら
一
一
期
生
の
硯
心
会
の
先
生
方
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
諸
先
輩
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
御
指

導
を
賜
り
ま
し
た
。
本
日
そ
の
先
輩
方
も
多
数
お
見
え
に
な
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ

こ
に
伏
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

 　

こ
の
度
岩
切
先
生
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
お
話
を
頂
き
ま
し
て
、
私
、
正
平
先
生
の

謦
咳
に
接
し
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
研
究
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
自
分
の
考
え
の
一
端
を

お
話
し
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
時
間
が
限
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
四
つ
の
観
点
か
ら
、
資
料
を
準
備
致
し
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
説

明
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　

 　

ま
ず
第
一
は
、
正
平
先
生
の
周
辺
の
人
々
と
そ
の
交
友
で
す
。
殆
ど
の
先
生
は
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
西
川
寧
先
生
、
伏
見
冲
敬
先
生
、
保
多
孝
三
先
生
、
古

川
悟
先
生
等
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と
め
さ
せ
て
頂
い
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
『
広

島
文
教
人
間
文
化
』
第
三
号
（
広
島
文
教
人
間
文
化
学
会
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
に
発

表
致
し
ま
し
た
。

　
　

 　

西
川
先
生
か
ら
は
「
初
世
中
村
蘭
台
と
河
井
荃
廬
、
そ
し
て
二
世
中
村
蘭
台
と
山
田

正
平
は
見
事
な
違
い
が
あ
る
。
以
前
こ
の
両
者
を
比
較
し
て
、
ど
っ
ち
が
よ
り
以
上
に

芸
術
家
な
の
か
と
考
え
回
ら
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
そ
れ
は
冗
談
で
す
」
云
々
と
い

う
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
伏
見
先
生
か
ら
は
「
篆
刻
は
文
人
の
仕
事
で
あ
り
、

正
平
先
生
は
篆
刻
を
芸
術
の
世
界
ま
で
引
き
上
げ
た
人
で
そ
の
功
績
を
認
め
る
」
そ
う

い
う
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
保
多
先
生
か
ら
は
「
山
田
先
生
の
手
は
ご
つ
い
手
で
あ
っ

た
。
土
を
掘
っ
て
い
る
手
だ
」
と
伺
い
ま
し
た
。
古
川
先
生
か
ら
は
「
正
平
先
生
は

五
〇
顆
く
ら
い
の
『
模
刻
印
譜
』
が
あ
る
。
私
は
漢
銅
印
譜
と
間
違
え
た
く
ら
い
の
も

の
で
あ
っ
た
」
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
の
他
実
に
多
く
の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
改
め
て
纏
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

 　

続
い
て
、
第
二
は
、
正
平
先
生
の
教
育
者
と
し
て
の
一
面
で
す
。
学
芸
大
学
の
教
官

で
あ
ら
れ
た
田
邊
古
邨
先
生
、
伊
東
参
州
先
生
は
、
正
平
先
生
を
不
世
出
の
芸
術
家
で

あ
り
、
教
育
者
と
し
て
も
素
晴
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
大
賞
賛
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

田
邊
先
生
は
『
山
田
正
平
先
生
篆
刻
講
義
ノ
ー
ト
』
の
序
文
で
「
翁
は
秋
草
道
人
を
敬

愛
し
欽
慕
し
、
自
分
も
道
人
の
ご
と
く
教
育
者
の
道
を
択
べ
ば
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
ゐ

た
。
が
、
過
去
十
年
間
、
二
百
五
十
名
の
学
生
に
与
へ
た
感
化
は
真
に
偉
大
で
あ
る
。

翁
は
遂
に
大
教
育
者
た
る
こ
と
を
得
て
、
秋
草
道
人
の
蹤
を
追
ふ
た
の
で
あ
る
」
と
い

う
一
文
を
遺
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
伊
東
先
生
は
「
正
平
先
生
は
週
一
回
の
講
義
の
た
め

に
何
日
も
準
備
に
費
や
さ
れ
る
」
と
話
さ
れ
「
私
は
そ
れ
を
思
う
と
允
に
恥
じ
入
る
ば

か
り
で
あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

 　

ま
た
、
先
に
述
べ
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
「
山
田
正
平
に
お
け
る
教
育
者
的
側
面
―

東
京
学
芸
大
学
に
お
け
る
篆
書
・
篆
刻
講
義
を
通
し
て
―
」
と
の
題
目
で
専
攻
科
時
代

に
修
論
と
し
て
、
更
に
全
書
研
北
海
道
大
会
で
研
究
発
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当
時

受
講
し
た
学
生
の
皆
様
は
、
講
義
中
印
象
に
残
っ
た
内
容
と
し
て
「
印
は
宇
宙
で
す

よ
」「
作
家
は
常
に
仕
事
が
生
命
で
あ
る
」
な
ど
を
記
憶
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

 　

第
三
は
、
正
平
先
生
の
篆
刻
制
作
の
過
程
を
載
せ
ま
し
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

「
無
人
華
落
」
の
校
字
、
印
稿
、
布
字
、
印
影
、
刻
面
で
す
。
こ
れ
で
正
平
先
生
が
ど

う
い
う
手
順
で
印
を
制
作
さ
れ
た
の
か
知
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
次
は

「
撥
雲
尋
道
」「
游
雲
魚
」
の
印
稿
と
印
影
で
す
。
い
か
に
正
平
先
生
は
印
の
制
作
で
工

夫
さ
れ
て
い
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
次
は
久
保
田
大
卿
先
生
の
雅
印
で
多
分
完
成
作
前

に
磨
り
潰
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
印
影
、
更
に
「
行
雲
流
水
」
と
「
清
楽
」
朱
白
印
二
種

で
す
。
こ
れ
か
ら
、
正
平
先
生
が
日
頃
述
べ
て
お
ら
れ
た
、
明
の
朱
簡
の
印
論
「
刀
を

使
う
に
筆
を
使
う
が
如
く
す
」、
明
の
何
震
の
印
論
「
小
心
落
筆
、
大
胆
奏
刀
」、
清
の

魏
錫
曽
の
印
論
「
書
は
印
よ
り
入
り
、
印
は
書
よ
り
出
ず
」
を
自
ら
実
践
さ
れ
て
い
た

事
が
理
解
で
き
ま
す
。

　
　

 　

第
四
は
、
正
平
先
生
の
篆
刻
芸
術
の
魅
力
と
そ
の
顕
彰
に
つ
い
て
で
す
。

　
　

 

ま
ず
一
つ
は
表
現
の
自
由
さ
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
印
面
構
成
の
妙
、
空
間
の
特
色
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

疎
密
の
処
理
を
究
極
ま
で
突
き
詰
め
た
、
そ
ん
な
感
じ
が
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

 　

こ
こ
に
拡
大
コ
ピ
ー
を
用
意
致
し
ま
し
た
。
正
平
先
生
の
「
無
人
華
落
」
と
呉
昌
碩

の
「
石
人
子
室
」
で
す
。
こ
の
両
印
は
日
中
の
近
現
代
篆
刻
史
の
代
表
的
な
作
品
に
な

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
私
、
こ
れ
ら
を
ず
っ
と
壁
に
か
け
て
見
て
い
ま
し
た
。
ど
ち

ら
が
上
位
に
置
か
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
言
で
い
え
ば
、
正
平
先
生
の
方
が
突
き
詰

め
た
世
界
が
、
疎
密
の
鬩
ぎ
合
い
の
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
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い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
呉
昌
碩
の
大
陸
的
な
大
胆
さ
は
素
晴
ら
し
い
の
で
す
が
。
何
は
と

も
あ
れ
一
止
道
人
、
缶
廬
は
並
称
さ
れ
る
べ
き
大
家
と
思
い
ま
す
。
両
者
と
も
に
、
筆

意
と
刀
意
が
融
合
さ
れ
、
書
の
個
性
が
そ
の
ま
ま
印
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
鉄
筆
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
印
は
や
は
り
書
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
更
に
正
平
先
生
は
陶
印
や
刻
書
に
も
力
作
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
詩
作
は
少
な

い
で
す
が
、
東
洋
古
来
の
四
絶
の
妙
境
を
め
ざ
し
て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
　

 　

山
田
正
平
先
生
の
日
本
篆
刻
史
上
の
位
置
付
け
に
な
り
ま
す
が
、
高
芙
蓉
を
祖
と
す

る
芙
蓉
派
の
系
譜
に
繋
が
る
、
昭
和
期
を
代
表
す
る
不
世
出
の
印
人
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
ま
た
一
止
精
神
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
事
、
私
は
生
涯
を
か
け
て
考
え

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
徹
頭
徹
尾
、
正
平
先
生
は
篆
刻
に
命
を
か
け
た
、

つ
ま
り
一
止
精
神
と
は
一
事
に
命
を
賭
す
る
志
を
い
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　

 　

最
後
に
、
正
平
先
生
の
顕
彰
で
す
が
、
山
田
家
の
皆
様
が
お
父
様
を
大
切
に
な
さ
れ

て
き
た
こ
と
、
そ
れ
が
正
平
先
生
を
現
在
に
生
か
し
て
お
り
ま
す
。
も
う
一
つ
、
こ
れ

ま
で
ど
う
い
っ
た
正
平
先
生
の
顕
彰
が
な
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
私
か

つ
て
年
表
を
数
回
編
み
ま
し
た
が
、
小
木
先
生
他
学
芸
大
学
関
連
の
先
生
が
中
心
に
な

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
正
平
先
生
の
真
実
の
姿
を
伝
え
て
い
く
に
は
、
伝
え
て
ゆ
く
人

が
大
切
だ
と
い
う
感
じ
が
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
硯
心
会
が
主
催
し
て
、
山
田
先
生
の

教
育
者
的
な
面
に
視
点
を
当
て
、
展
覧
会
を
開
催
致
し
ま
す
が
、
よ
い
展
覧
会
な
る
こ

と
を
祈
り
ま
す
。

　
　

 　

日
本
の
篆
刻
史
で
、
高
芙
蓉
を
「
印
聖
」、
池
大
雅
を
「
印
仙
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

正
平
先
生
に
は
何
を
冠
し
た
ら
よ
い
か
と
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
印
鬼
」

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。「
鬼
」
と
い
う
の
は
人
間
わ
ざ
を
超
え
た
す
ぐ
れ
た
も
の
を
形

容
し
ま
す
。

　
　

 　

私
、
一
止
道
人
山
田
正
平
先
生
は
邦
人
第
一
の
印
人
と
考
え
て
調
査
研
究
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
三
十
年
間
今
も
っ
て
厭
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
れ
ば
見
る
ほ
ど

魅
力
が
増
し
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
研
究
し
続
け
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
正
平
先
生
や
そ
の
他
多
く
の
有
縁
の
先
生
方
と
の
墨
縁
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　
　

 　

本
日
は
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
四

　
篆
刻
講
義
ノ
ー
ト
現
本
に
つ
い
て

　

篆
刻
講
義
ノ
ー
ト
の
基
と
な
っ
た
現
物
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

1
、
書
誌

　

原
本
ノ
ー
ト
①
（
図
1
）

　
〈
書
写
年
〉
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
年
頃
）、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
年
頃
）

　
〈
寸
法
〉　

縦
二
五
・
〇
×
横
一
七
・
二
㎝

　
〈
装
丁
〉　

七
四
頁
（
白
紙
九
頁
）

　
〈
表
表
紙
〉（
1
）
歴
史　
（
中
）（
講
義
要
点
）

　
〈
裏
表
紙
〉
学
生
答
案
写
し

　

原
本
ノ
ー
ト
②
（
図
2
）

　
〈
書
写
年
〉
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
年
頃
）、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
年
頃
）

　
〈
寸
法
〉　

縦
二
四
・
〇
横
五
×
一
九
・
三
㎝

　
〈
装
丁
〉　

九
八
頁
（
白
紙
三
四
頁
・
見
返
し
一
頁
）

　
〈
表
表
紙
〉
記
載
な
し

　
〈
裏
表
紙
〉
記
載
な
し

　

2
、
抄
録
・
考
察

　

ノ
ー
ト
①
と
②
の
中
で
、
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
筆
記
し
た
箇
所
を
掲
げ
た
い
。

　

ノ
ー
ト
①
の
冒
頭
に
「
昭
和
二
八
年
四
月
開
講
、
七
月
終
了
の
東
京
学
芸
大
学
に
篆
刻
及

び
篆
書
講
座
を
担
当
し
そ
の
試
験
答
案
の
一
部
也
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
学
生
の
解
答
タ
イ

ト
ル
と
氏
名
、
を
イ
ン
ク
ペ
ン
書
き
で
書
き
、
鉛
筆
で
評
価
を
付
け
て
い
る
。

　

学
生
の
授
業
に
関
わ
る
箇
所
を
抽
出
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
授
業
内
容
や
展
開
が
理
解
で

き
る
。
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（
1
）
黒
田
美
枝
子
（
図
3
）

先
生
の
お
人
柄
に
接
し
得
た
こ
と
は
大
へ
ん
幸
福
な
こ
と
で
し
た
。

（
2
）
府
川
次
男

水
曜
日
の
二
、三
時
間
に
渡
る
、
篆
刻
の
時
間
は
私
に
と
っ
て
特
異
な
心
暖
ま
る
授
業
で

あ
っ
た
、
毎
時
間
話
さ
れ
る
篆
刻
の
歴
史
ま
た
実
際
に
刻
ま
れ
た
印
、
印
譜
、
等
に
依
り
私

は
今
ま
で
無
関
心
で
あ
っ
た
篆
刻
の
新
し
い
、
す
ば
ら
し
い
、
世
界
を　

知
る
事
が
出
来
た

の
を
幸
福
に
思
っ
て
い
ま
す
。

（
3
）
太
田
保
一

一
日
一
日
と
楽
し
い
授
業
と
な
っ
て
い
っ
た
、
お
別
れ
と
な
る
と
寂
し
い
も
の
だ
、
先
生
は

お
ら
な
く
て
も
、
印
の
中
に
先
生
は
常
に
私
の
そ
ば
に
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
4
）
渡
辺
好
雄

書
道
を
学
ぶ
も
の
に
、
必
要
と
せ
ら
る
る
も
の　

筈
な
の
に
、
講
義
が
始
め
ら
れ
時
、
と
け

こ
め
な
い
空
気
が
、
自
分
の
周
囲
に
満
ち
て
い
た
、
そ
の
石
を
す
っ
て
平
ら
に
し
て
ほ
り
こ

み
を
す
る
、
只
た
だ
ほ
る
事
に
の
み
重
点
と
考
え
て
い
た
私
は
、
そ
の
講
義
を
毎
回
欠
か
さ

ず
に
出
席
し
て
い
る
う
ち
に
、
と
ん
で
も
な
い
、
遊
び
事
と
、
芸
の
本
質
と
、
区
別
で
き
な

い
な
と
、
自
責
の
念
に
か
り
た
て
ら
れ
た
。

（
5
）
木
内
光
雄

篆
刻
は
本
当
に
職
人
の
技
と
し
か
考
へ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
し
か
し
自
刻
に
あ
た
り
友

と
の
比
較
に
よ
り
、
又
先
生
の
御
講
義
に
よ
り
、
非
常
に
個
性
的
な
も
の
で
あ
り
深
淵
極
ま

る
、
蘊
奥
を
有
し
て
い
る
の
に
驚
嘆
し
た
。

（
6
）
長
坂
吉
和

本
年
四
月
ま
だ
桜
の
散
り
か
け
た
頃
、
例
の
書
道
教
室
で
僕
等
は
始
め
て
山
田
正
平
先
生
に

講
義
を
受
け
ま
し
た
、
級
の
も
の
も
別
に
用
意
も
な
し
先
生
の
御
話
し
に
全
神
経
を
傾
聴
し

て
い
ま
し
た
、「
石
っ
て
い
う
も
の
は
い
ゝ
も
の
で
す
ね
、
こ
う
し
て
い
て
も
何
か
を
語
っ

て
呉
れ
ま
す
ね
」
先
づ
御
話
さ
れ
た
の
は
こ
の
言
葉
で
し
た
、
僕
は
こ
の
言
葉
を
御
聞
き
し

て
何
と
も
い
え
な
い
微
妙
な
世
界
に
引
づ
り
込
ま
れ
た
様
な
一
種
い
ゝ
よ
う
の
な
い
気
持
に

な
り
ま
し
た
、
何
と
い
ふ
ふ
石
か
知
り
ま
せ
ん
が
き
っ
と
支
那
の
い
ゝ
石
で
せ
う
か
し
き
り

に
石
を
な
で
ゝ
居
ら
れ
た
先
生
は
ほ
ん
と
う
に
楽
し
ん
で
居
ら
れ
る
の
で
す
、
そ
こ
に
は
何

の
わ
だ
か
ま
り
も
な
い
先
生
と
石
と
い
ふ
世
界
で
す
ね
講
義
な
ん
て
堅
苦
し
い
も
の
で
な
く

道
に
生
き
ら
れ
る
楽
し
さ
を
泌
み
じ
み
味
わ
え
る
様
な
境
地
で
す
、（
中
略
）
あ
る
日
の
講

義
の
時
に
先
生
の
画
帳
が
風
呂
敷
か
ら
の
ぞ
い
て
い
ま
し
た
が
そ
の
中
に
は
僕
達
を
び
っ
く

り
さ
せ
る
様
な
、
水
彩
の
畫
が
描
い
て
あ
り
ま
し
た
、
小
川
芋
銭
先
生
か
ら
御
指
導
を
受
け

ら
れ
た
と
後
か
ら
聞
き
ま
し
た
が
先
生
の
奥
行
き
の
深
い
一
面
だ
と
思
い
ま
し
た
、
篆
刻
の

学
問
の
講
義
歴
史
的
の
御
話
毎
週
沢
山
の
蔵
書
を
お
持
ち
に
な
り
意
義
深
い
御
話
が
續
き
ま

し
た
、
そ
の
合
間
に
實
際
刀
を
と
っ
て
石
に
向
は
わ
れ
る
先
生
の
御
姿
は
僕
等
学
生
に
深
い

感
鳴
を
与
へ
ま
し
た
、
刀
を
掘
り
、
全
力
を
注
ぐ
、
一
點
一
畫
に
精
魂
を
打
ち
込
ま
れ
て
い

ま
す
、
藝
の
道
の
厳
し
さ
を
感
じ
ま
す

（
7
）
島
田
正
治

こ
の
一
学
期
を
通
じ
、
先
生
の
授
業
は
自
分
に
と
っ
て
は
実
に
楽
し
い
も
の
で
し
た
、
中
略　

私
は
先
生
刻
さ
れ
る
状
態
と
い
ふ
も
の
は
そ
れ
こ
そ
実
に
尊
い
境
地
で
は
な
い
か
と
窃
に
考

へ
て
い
ま
し
た
が
私
の
愚
か
な
思
索
も
全
く
そ
の
通
り
で
作
品
製
作
の
態
度
は
あ
の
楊
で
な

け
れ
ば
本
當
で
な
い
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

（
8
）
中
村
直
之

私
に
取
っ
て
篆
刻
は
本
當
に
新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
、
新
し
い
物
へ
の
憧
れ
と
次
ゝ
二
解
っ

て
く
る
篆
刻
の
世
界
が
極
め
て
楽
し
く
素
晴
し
く
思
へ
た
正
気
印
譜
を
見
た
時
少
驚
い
た
私

が
印
を
刻
し
て
来
る
毎
に
良
く
見
て
章
法
字
法
に
つ
い
て
御
注
意
し
て
下
さ
れ
た
先
生
が
終

り
頃
に
は
「
澤
山
刻
せ
ば
解
り
ま
す
」
と
云
っ
て
一
々
見
て
下
さ
ら
な
か
っ
た
と
言
ふ
事
が
、

今
の
私
に
は
極
め
て
嬉
し
く
感
じ
ら
れ
る
唯
刻
れ
ば
良
い
、
刻
れ
ば
自
然
に
解
る
、
こ
れ
が

私
に
与
へ
ら
れ
た
今
後
の
篆
刻
の
道
な
の
だ
私
は
何
も
云
ふ
事
も
書
く
こ
と
も
出
来
な
い
が
、

強
く
こ
の
事
を
感
じ
た
の
で
書
い
て
見
た
。

（
9
）
大
塚
長
榮

最
初
に
授
業
を
受
け
た
時
、
先
生
が
言
は
れ
た
話
の
中
に
「
私
は
殷
の
時
代
ニ
遊
ん
で
い
ま

す
よ
ハ
ハ
ゝ
」
と
い
わ
れ
た
言
葉
が
い
ま
だ
に
私
の
脳
裏
ニ
残
っ
て
い
て
さ
す
が
芸
術
家
だ

と
心
を
打
た
れ
た
（
中
略
）
こ
ゝ
に
何
時
間
か
の
篆
刻
の
時
間
を
通
し
て
顧
る
と
き
い
ま
ま

297



七

日本篆刻家の研究

で
の
篆
刻
観
が
恥
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
（
中
略
）
一
つ
の
貧
弱
の
模
刻
の
み

を
提
出
す
る
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
が
つ
た
な
い
な
が
ら
ま
ず
し
い
な
が
ら
篆
刻
を
通
し
て
目

に
見
え
な
い
収
穫
を
得
た
事
は
嬉
し
い
。

（
10
）
石
井
正
治

先
生
の
篆
書
と
作
品
を
直
し
て
頂
い
た
事
に
よ
り
一
点
一
畫
が
た
ゝ
の
線
で
な
い
事
か
判
っ

た
。
篆
書
を
よ
く
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
覚
っ
た
。

（
11
）
谷　

健

十
程
刻
し
た
か
思
ふ
様
ニ
出
来
ぬ
印
影
を
出
さ
な
か
っ
た
。
今
度
、
先
生
に
篆
刻
を
習
っ
て

十
近
く
ほ
っ
て
見
た
が
実
際
に
思
っ
た
よ
り
は
は
る
か
に
面
白
く
、
そ
の
趣
き
の
非
常
に
高

雅
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
親
し
み
を
持
つ
様
に
な
っ
た
。

（
12
）
手
島
光
代

篆
刻
と
一
緒
に
篆
書
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
ら
と
一
層
興
味
深
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

（
13
）
髙
師
仁

色
ヽ
の
参
考
品
を
見
せ
て
貰
っ
て
自
分
の
摸
刻
の
貧
弱
を
さ
と
る
。

（
14
）
川
島
喜
美
江

篆
刻
感
し
た
ま
ヽ
篆
刻
こ
の
言
葉
は
今
迄
の
私
に
と
っ
て
遠
い
世
界
の
も
の
単
ニ
そ
の
存
在

を
し
る
だ
け
の
極
め
て
影
の
薄
い
対
象
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
篆
刻
の
講
義
を
聞
い
て

顧
る
と
き
今
迄
の
篆
刻
観
は
恥
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
知
る
。

　

次
に
、『
山
田
正
平
先
生
篆
刻
講
義
ノ
ー
ト
』
か
ら
、
正
平
が
受
講
生
に
指
導
し
た
内
容

を
引
く
。

　

①　

学
生
に
与
へ
る
言
（
二
）

○ 

構
を
雅
馴
な
筆
致
の
も
の
、
屈
託
の
な
い
暢
び
り
し
た
も
の
、
印
に
も
同
じ
く
己
に
萌
芽

を
見
る
。

　

 

そ
こ
で
印
の
観
方
、
作
者
と
し
て
自
分
の
想
念
の
標
置
を
古
人
の
言
を
あ
げ
て
見
る
。
そ

し
て
そ
れ
を
今
の
自
分
に
当
て
は
め
て
見
る
。

○
飛
躍

　

 

幽
玄
の
位
が
蘭
の
位
に
高
ま
る
。
或
は
単
な
る
優
美
が
洒
脱
と
い
ふ
こ
と
に
高
ま
る
。

○
ピ
カ
ソ
、
鉄
斎
の
例

　

 

疎
よ
り
密
に
入
り
、
正
よ
り
奇
に
、
奇
変
を
尽
し
て
正
に
変
へ
る
。
法
の
解
釈
、
各
自
の

特
性
教
養
に
よ
る
こ
と
。

○
印
刷
印
譜

　

書
品
に
対
し
て
書
物
参
考
品
の
見
解
。

○
上
代
芸
術
に
対
し
て
の
見
解
。

○
秦
代
統
一
時
代
の
変
化
様
相
が
書
道
様
相
変
化
の
縮
図
。

　

②　

学
生
に
与
へ
る
言
（
三
）

　

篆
書
練
習
に
つ
き

○
近
代
作
家
一
家
に
つ
き
習
ふ
こ
と
を
得
策
と
す
る
意
見
。
そ
れ
よ
り
各
作
家
に
渉
る
。

○
要
は
、
如
何
に
見
る
か
、
解
釈
す
る
か
、
意
興
、
い
か
に
感
興
を
生
ず
る
か
。

○
或
人
は
、
手
本
は
見
る
だ
け
、
直
線
と
曲
線
の
練
習
、
見
て
習
ふ
こ
と
と
あ
り
。

○
結
局
そ
の
人
な
ら
ん
か
。

○ 

説
文
の
解
釈
に
訂
正
す
べ
き
処
を
近
代
甲
骨
文
の
研
究
の
結
果
に
よ
り
色
々
あ
る
が
、
し

か
し
そ
れ
は
、百
中
の
一
、二
と
云
ふ
こ
と
と
考
へ
、説
文
の
解
を
一
応
尊
重
す
べ
き
こ
と
。

　

③　

学
生
の
篆
刻
感
想
に
対
す
る
評

　

興
に
乗
つ
て
刀
を
運
ん
で
居
る
処
が
あ
り
一
脈
爽
や
か
の
味
が
あ
つ
て
よ
ろ
し
い
。
こ
れ

は
大
切
な
も
の
で
す
。
君
の
言
ふ
天
真
爛
漫
に
興
味
を
集
中
出
来
る
こ
と
は
極
め
て
よ
ろ
し

い
。

　

更
に
望
む
こ
と
は
よ
き
古
典
に
心
を
潜
め
て
熟
視
し
分
間
、
布
置
、
の
智
慧
を
習
得
す
る

こ
と

　

白
黒
朱
の
照
応
関
係
の
考
察
は
よ
ろ
し
い
。
こ
れ
が
す
べ
て
制
作
に
必
要
な
感
覚
で
殊
に
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絵
画
な
ど
直
接
こ
の
色
の
墨
の
適
宜
な
る
処
置
が
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。

　

単
に
墨
一
色
の
絵
で
も
遅
速
濃
淡
が
適
格
な
る
物
象
心
象
を
表
現
出
来
な
け
れ
ば
画
は
成

立
し
な
い
。

　

白
黒
の
う
ち
五
彩
あ
り
と
も
云
ふ
。

　

起
筆
と
中
辺
と
終
筆
そ
し
て
字
、
照
応
し
て
の
転
折
へ
の
確
か
な
配
慮
が
あ
つ
て
餘
白

（
こ
の
場
合
は
朱
の
部
分
が
芸
と
な
つ
て
生
き
る
。）
つ
ま
り
響
き
が
な
い
と
云
ふ
こ
と
は
餘

白
が
単
な
る
白
で
無
意
味
で
生
き
て
居
ら
な
い
こ
と
な
ら
ん
。

　

あ
な
た
が
峻
厳
奔
放
と
見
て
若
し
そ
ん
な
も
の
が
模
し
て
見
た
か
つ
た
ら
、
更
に
運
筆
の

使
処
と
力
点
が
あ
り
緊
密
と
、
ど
の
辺
り
軽
い
か
を
見
極
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
真
の
峻
厳
が
あ

つ
て
、
真
の
奔
放
の
妙
味
も
生
れ
や
う
も
の
。
よ
き
緊
密
あ
つ
て
こ
こ
ろ
よ
い
寛
綽
も
生
じ

て
来
る
で
せ
う
。

　

書
も
怪
で
あ
り
篆
刻
も
亦
怪
と
云
ふ
意
味
で
す
か
。
こ
れ
な
れ
ば
結
構
す
べ
て
怪
で
無
限

の
展
開
疑
問
が
あ
る
で
せ
う
。
そ
こ
に
歓
喜
魅
力
が
が
あ
り
、
更
に
云
へ
ば
君
の
夢
が
彼
方

に
存
在
し
て
居
る
の
で
せ
う
。
つ
ま
り
怪
壱
の
正
体
を
摑
む
こ
と
、
こ
れ
即
ち
自
己
の
正
体

を
見
る
こ
と
で
人
間
完
成
に
近
づ
く
こ
と
で
あ
る
。
古
人
の
叡
智
を
学
び
取
り
、
努
力
す
る

こ
と
で
せ
う
か
。

　

才
能
が
な
い
と
自
分
で
思
ふ
の
は
結
構
で
せ
う
。
そ
れ
を
裏
返
へ
す
と
大
き
な
夢
が
あ
つ

て
、
手
が
伴
は
な
い
と
云
ふ
こ
と
。
そ
れ
な
れ
ば
才
能
の
あ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
眼
高

手
低
と
云
ふ
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

気
元
気
で
体
当
り
し
て
見
る
こ
と
で
せ
う
。
制
作
は
努

力
で
す
。

　

起
筆
、
終
筆
に
注
意
を
喚
び
起
し
た
事
は
大
収
穫
で
、
私
は
思
ふ
、
起
筆
は
一
画
一
字
の

起
り
で
も
あ
り
、
ま
た
全
局
の
起
り
で
あ
つ
て
全
局
統
合
、
変
化
の
底
を
貫
く
も
の
が
存
在

し
て
居
る
が
如
く
感
ず
る
。

　

印
を
刻
す
と
云
ひ
ま
す
。
掘
る
は
土
の
方
で
せ
う
。
印
を
彫
る
と
も
云
ひ
ま
す
が
多
く
印

判
の
方
に
用
ひ
ら
れ
る
。
数
を
多
く
手
懸
け
る
勉
強
も
大
切
で
す
が
、
立
派
の
意
図
を
持
つ

と
い
ふ
こ
と
も
尤
も
大
事
で
せ
う
。
一
応
形
だ
け
似
た
様
な
も
の
が
出
来
る
だ
け
で
は
つ
ま

ら
な
い
。
立
派
な
意
図
そ
れ
は
高
い
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
せ
う
。
書
や
篆
の
難
し
さ

は
そ
こ
に
あ
る
。

　

骨
格
と
い
つ
た
物
は
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
芸
術
家
に
な
る
為
の
条

件
の
一
項
目
と
し
て
無
器
用
を
あ
げ
て
居
る
。
こ
れ
を
云
ひ
変
へ
る
と
骨
格
と
い
ふ
こ
と
に

も
な
る
。
し
つ
か
り
し
た
骨
格
が
あ
つ
て
始
め
て
濃
や
か
の
情
諏
も
出
て
来
る
。

　

天
真
爛
漫
も
結
構
。
素
朴
も
結
構
。
撃
術
は
如
何
様
な
底
の
浅
い
情
感
も
甘
え
る
こ
と
は

許
さ
な
い
。
更
に
よ
ろ
し
い
。

　

技
術
的
の
認
識
は
常
に
大
切
で
観
方
に
よ
れ
ば
、
芸
は
表
現
で
あ
る
か
ら
的
確
の
技
術
、

そ
れ
に
尽
き
て
居
る
と
も
云
ひ
う
る
。
し
か
し
表
現
は
結
局
そ
の
人
の
心
象
と
も
云
へ
る
。

さ
れ
ば
心
象
書
の
方
の
品
別
に
神
品
奇
品
と
か
能
品
と
か
あ
る
。
能
品
的
の
も
の
に
安
住
せ

ず
広
く
よ
き
参
考
品
に
よ
り
識
見
を
高
め
て
行
き
た
い
。

　

運
力
の
こ
と
が
や
は
り
一
番
重
要
に
な
る
と
私
は
思
ふ
。
構
成
の
面
白
さ
は
目
に
つ
き
易

い
が
形
を
放
れ
て
神
韻
を
感
得
す
る
こ
と
は
運
筆
運
力
で
せ
う
。
文
質
彬
々
と
云
ふ
言
葉
あ

り
。
今
仮
に
文
を
構
成
と
し
質
を
運
力
運
筆
と
考
へ
て
も
面
白
い
。
質
、
文
に
勝
て
ば
野
な

り
と
も
云
ふ
。
構
成
の
工
夫
は
学
び
得
ら
る
ゝ
面
。

　

書
も
篆
刻
も
形
を
離
れ
て
は
成
立
し
な
い
芸
で
す
が
整
つ
て
ゐ
て
も
無
味
乾
燥
で
は
芸
術

の
域
に
入
ら
な
い
。
そ
こ
で
君
の
言
は
れ
る
第
一
印
象
、
こ
れ
は
大
切
で
情
感
に
響
く
も
の

が
あ
る
。
こ
れ
が
尤
も
大
切
で
せ
う
。
精
彩
よ
い
言
葉
で
す
ね
。
高
い
情
操
と
広
い
経
験
、

そ
し
て
大
き
く
育
つ
の
で
せ
う
。

　

完
璧
に
自
己
の
思
ふ
通
り
と
云
ふ
こ
と
は
或
ひ
は
一
生
涯
出
来
ぬ
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

自
己
の
意
図
を
充
分
に
貫
く
こ
と
に
全
力
を
尽
す
。
そ
れ
で
宜
し
い
。
蘇
東
坡
の
清
語
に
曰

く
「
璧
美
な
れ
ば
何
ぞ
妨
隋
」
と
あ
り
。
意
図
と
は
（
形
だ
け
整
つ
た
死
物
よ
り
）
完
璧
で

な
く
と
も
感
興
情
趣
の
生
彩
を
主
張
し
た
の
で
せ
う
。
夢
の
ま
ぼ
ろ
し
が
大
切

　

よ
き
古
典
に
よ
れ
ば
自
ら
進
境
。

　

書
も
篆
刻
も
学
ぶ
時
は
第
一
に
形
か
ら
入
る
こ
と
。
表
現
が
即
ち
芸
で
あ
る
。
運
刀
運
筆
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の
力　

無
限
の
魅
力
の
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
る
域
に
達
し
た
後
で
あ
る
。
先
づ

分
間
布
置
を
よ
き
古
典
に
よ
り
学
ぶ
こ
と
。
つ
ま
り
忠
実
に
叮
嚀
に
形
の
あ
り
方
を
学
ぶ
こ

と
。

　

書
の
骨
格
が
少
し
足
り
な
い
。
流
暢
に
見
へ
る
篆
書
で
も
、
や
は
り
楷
行
草
隷
と
同
じ
く

人
体
の
如
く
、
背
と
肩
と
両
手
足
と
が
あ
つ
て
、
そ
し
て
健
康
の
姿
体
が
な
り
立
つ
。

　

正
平
が
学
生
に
指
導
し
た
内
容
、
ま
た
学
生
の
講
義
を
受
講
し
て
の
感
想
か
ら
、
正
平
の

授
業
内
容
・
態
度
な
ど
が
見
て
取
れ
る
。
講
義
そ
の
も
の
は
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
方
法
で

あ
る
が
、
授
業
に
向
か
う
姿
勢
に
学
生
の
興
味
・
関
心
を
起
こ
さ
せ
る
「
教
育
の
力
」
を
感

じ
る
。
こ
れ
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
視
点
を
現
在
に
提
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

四
　
お
わ
り
に

　

山
田
正
平
が
如
何
に
学
生
を
大
切
に
し
た
か
、
以
下
の
三
つ
の
、
謝
恩
会
で
の
ス
ピ
ー
チ

と
「
学
生
に
与
へ
る
言
（
一
）」
か
ら
見
て
取
れ
る
。

①
学
芸
大
学
に
第
七
回
の
卒
業
生
を
送
り
て

　

昭
和
三
十
四
年
三
月
一
日

　

新
橋
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て

　

卒
業
記
念
展
を
銀
座
画
廊
に
見
た
。
渚
氏
の
熱
気
を
こ
め
た
制
作
を
楽
し
く
見
た
。
一
般

書
道
展
に
見
ら
る
る
意
を
忘
れ
た
徒
ら
な
る
達
者
さ
に
嫌
悪
を
覚
え
る
も
の
が
あ
る
が
、
玆

に
は
遅
拙
さ
は
あ
つ
て
も
悪
達
者
さ
は
な
い
。
会
場
を
二
度
三
度
と
め
ぐ
り
前
年
度
の
卒
業

生
等
と
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
は
せ
る
懐
し
さ
も
あ
つ
て
楽
し
い
一
時
を
過
し
た
。
い
ま
こ
の

席
に
立
つ
て
、
諸
子
に
何
事
か
言
つ
て
聊
か
は
な
む
け
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
先
き
に

松
本
洪
、
藤
原
楚
水
、
鈴
木
梅
渓
諸
先
生
達
の
貴
重
の
御
話
し
あ
つ
て
、
更
に
何
を
贅
せ
ん
。

只
こ
こ
に
一
言
、
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
。
の
一
句
、
も
ち
出
し
こ
れ
に
更
へ
よ
う
と
思
う
。

こ
の
言
葉
、
相
阿
彌
の
花
口
伝
に
あ
り
と
か
。
先
頃
何
か
に
散
見
す
。
考
へ
る
に
芸
道
も
人

世
も
す
べ
て
こ
の
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
に
始
ま
り
、
ま
た
こ
れ
に
終
る
と
思
ふ
。

　

初
心
と
は
何
か
、
素
心
な
り
。
心
地
潔
白
な
り
。
心
地
潔
白
、
そ
こ
に
美
の
女
神
み
そ
な

は
す
。
惰
性
、
習
慣
的
、
こ
れ
は
芸
道
へ
の
死
滅
で
あ
ら
う
。
人
間
社
会
も
ま
た
こ
れ
よ
り

汚
染
せ
ら
る
。

　

我
が
芋
銭
翁
か
つ
て
余
に
教
へ
て
曰
く
。
薄
氷
を
履
む
が
如
く
、
深
淵
に
臨
む
が
如
し
と
、

画
法
、
芸
道
に
対
し
て
心
得
を
説
か
る
。
蓋
し
、
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
と
そ
れ
揆
を
一
に
す

る
も
の
な
ら
ん
か
。

　

い
ま
諸
氏
、
学
窓
を
出
て
世
に
立
つ
。
幾
多
の
困
難
は
山
積
せ
ん
。
高
き
嶺
に
登
る
、
そ

の
一
歩
一
歩
、
忍
耐
と
勇
気
を
以
て
は
じ
め
て
望
み
を
達
す
。
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
の
裏
に

あ
る
も
の
、
叡
智
と
精
進
と
は
一
生
の
伴
侶
で
あ
ら
う
。

　

我
こ
と
し
六
十
才
の
誕
辰
を
去
る
こ
の
二
月
に
迎
へ
、
八
十
を
逾
ゆ
る
老
先
生
よ
り
す
れ

ば
、
尚
ほ
亦
小
児
に
似
た
ら
ん
も
聊
か
自
ら
の
過
去
を
ふ
り
か
へ
り
、
こ
の
こ
と
を
信
じ
て

疑
が
は
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
自
ら
の
慎
言
と
な
す
と
と
も
に
、
こ
れ
を
以
て
諸
氏

へ
の
は
な
む
け
と
な
す
所
以
で
あ
る
。
健
康
に
留
意
し
て
大
成
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。

　

②
学
芸
大
卒
業
謝
恩
会
席
上
（
図
4
）

　
　

昭
和
三
十
六
年
三
月
三
日

　
　

銀
座
明
治
屋
会
場
に
て

　

清
朝
乾
隆
時
代
の
詩
人
園
随
園
子
才
の
詩
話
を
見
て
い
た
ら
、
詩
在
骨
、
不
在
格
と
の
文

字
が
ふ
と
目
に
留
り
、
骨
と
云
ふ
抽
象
的
の
表
現
が
面
白
く
興
を
引
い
た
。
骨
に
も
い
ろ
い

ろ
あ
り
書
道
で
も
骨
法
、
用
筆
と
い
ひ
、
牛
の
骨
、
馬
の
骨
さ
て
は
鰯
の
骨
も
骨
、
ま
た
バ

ツ
ク
ボ
ー
ン
も
、
低
姿
勢
も
骨
の
一
種
で
あ
ら
う
。
随
園
の
詩
在
骨
、
不
在
格
の
骨
は
、
気

と
云
ふ
字
を
加
へ
て
骨
気
と
す
れ
ば
判
り
が
い
い
や
う
で
、
つ
ま
り
無
味
乾
燥
の
空
疎
な
格

調
派
を
風
趣
と
か
真
気
と
か
を
尊
ぶ
べ
く
し
て
空
疎
の
格
調
を
排
し
な
じ
た
も
の
で
せ
う
が
、

こ
れ
は
明
治
時
代
和
歌
や
俳
句
の
道
に
於
て
論
じ
尽
さ
れ
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
う
が
、
し

か
し
こ
の
骨
と
云
ふ
抽
象
的
の
表
現
が
甚
だ
面
白
く
感
じ
と
つ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

私
も
篆
刻
と
い
ふ
方
寸
の
世
界
に
と
り
く
ん
で
苦
心
惨
胆
な
か
な
か
我
が
家
の
骨
気
が
貫

徹
せ
ず
、
時
々
豚
の
骨
か
鼠
の
骨
な
ど
が
出
て
来
て
嫌
で
た
ま
ら
ず
改
め
刻
し
た
こ
と
が
幾

度
も
あ
り
ま
す
。
形
が
少
々
整
は
ず
と
も
我
が
家
の
骨
気
ら
し
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
風
通
し

よ
し
と
見
ら
れ
れ
ば
や
つ
と
安
心
し
て
刀
を
措
く
と
い
ふ
有
様
で
す
。

　

私
、
こ
と
し
二
月
で
六
十
過
ぎ
て
、
ふ
た
と
せ
、
そ
の
上
に
浅
春
や
と
つ
け
て
、
浅
春
や

わ
れ
六
十
を
す
ぎ
て
ふ
た
と
せ
、
と
俳
句
の
形
と
し
笑
は
れ
た
の
で
す
が
、
浅
春
や
の
語
感
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一
〇

神　野　雄　二

に
強
く
魅
力
を
覚
へ
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
鯉
が
龍
門
を
は
ね
上
り
龍
と
な
る
と
云
ふ

語
が
あ
り
ま
す
が
、
私
六
十
を
越
し
て
な
ほ
一
転
二
転
三
転
、
天
空
を
自
在
に
か
け
る
真
龍

飛
龍
の
真
随
を
得
ん
と
念
願
し
て
居
り
ま
す
。

　

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
私
自
身
こ
の
龍
の
真
随
を
得
た
り
と
信
じ
て
も
後
世
の
探
索
家
が
地
下

何
メ
ー
ト
ル
か
を
、
掘
り
か
え
し
、
こ
れ
龍
骨
な
ら
ず
馬
な
り
、
牛
な
り
と
判
断
す
る
か
も

知
れ
ぬ
が
こ
れ
は
関
知
せ
ぬ
こ
と
、
人
の
馬
牛
と
呼
ぶ
に
任
す
こ
と
で
す
。
恵
ぐ
ま
れ
た
資

質
を
持
ち
、
多
く
の
青
春
に
富
む
諸
君
、
ど
う
ぞ
豊
富
な
夢
と
希
望
を
以
つ
て
絢
爛
の
業
蹟

を
つ
ん
で
下
さ
い
。

　

①　

学
生
に
与
へ
る
言
（
一
）

　

諸
君
は
、
四
ヶ
年
螢
雪
の
功
、
空
し
か
ら
ず
、
こ
こ
で
芽
出
度
く
卒
業
せ
ら
れ
社
会
に
出

ら
れ
る
。
ま
こ
と
に
よ
ろ
こ
び
に
堪
へ
な
い
。
い
ま
こ
こ
に
我
等
、
謝
恩
の
宴
を
張
り
馳
走

せ
ら
る
。
諸
子
の
酬
ゆ
る
の
驚
き
に
対
し
顧
み
て
御
つ
く
し
す
る
の
余
り
に
薄
き
に
非
ず
や

と
内
心
忸
怩
た
る
も
の
あ
り
。

　

私
の
担
当
の
篆
書
刻
な
る
も
の
諸
君
が
書
道
教
育
家
と
云
ふ
立
場
か
ら
す
れ
ば
こ
の
時
間

は
或
は
書
の
歴
史
の
一
頁
と
考
へ
ら
れ
た
人
も
あ
ら
う
。
さ
う
云
ふ
見
方
も
な
り
た
つ
わ
け

で
あ
り
、
し
か
し
私
は
飽
く
ま
で
一
作
家
で
あ
り
て
見
れ
ば
話
し
た
り
、
や
つ
た
り
す
る
こ

と
、
篆
書
、
篆
刻
を
如
何
に
見
る
か
と
云
ふ
鑑
賞
或
は
創
作
態
度
に
傾
い
た
か
と
思
ふ
。
そ

れ
に
は
知
識
。
物
識
り
と
云
ふ
こ
と
よ
り
、
興
を
喚
び
起
こ
す
こ
と
こ
そ
、
真
の
理
解
と
な

る
の
で
な
い
か
と
思
ふ
信
念
も
有
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

真
に
物
を
知
る
と
云
ふ
こ
と
、
こ
れ
は
東
洋
で
も
或
は
西
洋
で
も
、
こ
れ
は
む
づ
か
し
い

こ
と
論
議
さ
れ
操
り
返
へ
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
ら
し
い
。

　

今
後
の
人
生
の
大
展
開
完
成
を
祈
る
。
こ
の
頃
、
私
の
少
年
時
代
知
り
あ
つ
て
、
壮
年
期

何
か
と
助
力
を
得
た
春
城
老
人
の
八
十
年
の
回
顧
と
云
ふ
本
を
一
寸
見
ま
し
た
が
、
壮
年
期

の
勤
勉
、
壮
年
期
の
活
躍
、
最
晩
期
の
天
命
の
観
し
悠
々
た
る
心
境
、
実
に
八
十
老
人
よ
く

蠅
頭
の
細
字
で
書
い
て
あ
つ
た
。

　

や
れ
る
時
は
大
い
に
奮
発
と
実
行
す
る
、
篆
刻
で
も
書
で
も
教
育
で
も
、
子
供
を
産
ん
で

育
て
る
こ
と
も
核
心
に
触
れ
て
そ
れ
に
向
か
つ
て
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

教
育
が
い
か
に
有
る
べ
き
か
、
を
問
う
時
、
一
人
の
偉
大
な
る
篆
刻
家
の
足
跡
か
ら
学
ぶ

こ
と
は
、
あ
ま
り
に
多
い
。

　

本
稿
で
は
、『
山
田
正
平
先
生
篆
刻
講
義
ノ
ー
ト
』
の
、
現
物
を
丁
寧
に
見
直
す
と
共
に
、

周
辺
資
料
を
併
せ
て
提
示
し
、
彼
の
教
育
者
と
し
て
の
一
面
を
考
察
し
た
。

　

山
田
正
平
の
講
義
は
、
講
義
科
目
の
内
容
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
芸
術
・
文
化
・
教
育

な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
亘
っ
て
お
り
、
実
に
含
蓄
に
富
み
広
範
で
深
長
で
あ
っ
た
。

　

確
か
に
、
正
平
は
篆
刻
家
で
あ
る
。
が
、
学
術
者
・
教
育
者
と
し
て
多
面
的
な
顔
を
持
っ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
中
で
も
教
育
者
と
し
て
学
生
や
子
弟
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
に
お
い
て
正
平
は
教
育
者
と
し
て
も
素
晴
ら
し
い
功
績

を
遺
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
正
平
の
述
べ
た
「
や
れ
る
時
は
大
い
に
奮
発
と
実
行
す
る
、

篆
刻
で
も
書
で
も
教
育
で
も
、
子
供
を
産
ん
で
育
て
る
こ
と
も
核
心
に
触
れ
て
そ
れ
に
向
か

つ
て
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
」（『
篆
刻
講
義
ノ
ー
ト
』
学
生
に
与
へ
る
言
（
一
））
は
、
今

後
わ
れ
わ
れ
教
育
者
が
常
に
考
え
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
指
導
者
と
し
て
の
本
質

的
な
課
題
と
言
え
よ
う
。

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
際
し
、
山
田
家
に
ご
配
慮
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ

る
。【

注
】

（

）「
山
田
正
平
に
お
け
る
教
育
者
的
側
面
―
東
京
学
芸
大
学
に
お
け
る
「
篆
書
・
篆
刻
」
の
講
義

を
通
し
て
―
」
と
題
し
て
執
筆
し
た
。
東
京
学
芸
大
学
書
道
科
の
卒
業
生
で
あ
る
二
期
か
ら

一
一
期
生
の
硯
心
会
の
先
生
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し
、
そ
の
結
果
を
纏
め
考
察
を
加
え
た
。

（

）『
日
本
篆
刻
家
の
研
究
―
山
田
寒
山
・
正
平
を
中
心
と
し
て
―
』（
熊
日
出
版
、
二
〇
一
七
年
三

月
）。
山
田
寒
山
・
正
平
に
関
す
る
実
証
的
・
総
合
的
研
究
書
で
あ
る
。

（

）
山
田
家
は
、
正
平
の
講
義
ノ
ー
ト
を
含
む
ノ
ー
ト
類
、
講
義
の
た
め
の
チ
ラ
シ
切
れ
端
メ
モ
類
、

散
歩
や
旅
行
時
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
な
ど
多
く
を
保
存
す
る
。
同
資
料
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

（

）
田
辺
萬
平
（
一
九
〇
三
〜
一
九
八
〇
、
号
古
邨
、
本
名
萬
平
、
別
号
は
白
茅
。
書
道
一
元
會
初

代
会
長
、東
京
学
芸
大
學
名
誉
教
授
。東
洋
文
化
研
究
所
所
長
、『
田
邉
古
邨
全
集〈
全
五
巻
〉』（
芸

術
新
聞
社
、
二
〇
一
五
年
）
他
、
書
道
、
漢
学
、
短
歌
な
ど
に
多
く
の
著
作
が
あ
る
。
山
田
正

平
を
東
京
学
芸
大
学
講
師
と
し
て
招
聘
し
た
。

（

）
同
内
容
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
は
、
山
田
家
親
族
や
篆
刻
研
究

者
、
正
平
が
指
導
し
た
当
時
の
学
生
な
ど
、
正
平
有
縁
の
方
々
が
参
集
し
た
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
日
本
の
篆
刻
に
関
す

る
実
証
的
研
究
ー
歴
史
・
技
法
・
鑑
賞
の
研
究
か
ら
科
学
的
解
明
を
目
指
し
て
ー
」
課
題
番
号

（
一 

八 

Ｋ 
〇 
〇 
一 

六 

三
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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図
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原
本
ノ
ー
ト
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（
表
紙
表
）
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原
本
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紙
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）

図
　

原
本
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ト
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（
七
一
頁
）
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図
　

原
本
ノ
ー
ト
①
（
七
二
頁
）（『
篆
刻
講
義
ノ
ー
ト
』
八
六
・
八
七
頁
）

　

学
芸
大
卒
業
謝
恩
会
席
上　

昭
和
三
十
六
年
三
月
三
日　

銀
座
明
治
屋
会
場
に
て
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